
岩倉市日本語・ポルトガル語適応指導教室

社会【中3】 指導カリキュラム

指導ユニット 『 』指導語彙・表現

テキスト，プリント

岩倉市日本語・ポルトガル語適応指導教室



- 1 -

テキスト，プリント社会『中3』 4月 歴史 指導ユニット『 』指導語彙・表現
第６章 二度の世界大戦と日本
１ 第一次世界大戦と日本

★第一次世界大戦の原因や概要について理解させ，帝国主義などの背景や現在まで続く民族問題についても関心をもたせる。
★日本の大正時代の様子について，大正デモクラシーや多くの民衆運動を通して調べたり考えたりする態度を育てる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

１ 第一次世界大戦 ○ 第一次世界大戦の背景・経過・結果
二つに分かれた列強 第一次世界大戦 総力戦とその結果

２ ロシア革命 ○ ソビエト連邦と，他の欧米諸国とのちがい
社会主義の革命 ソ連の成立 独裁と計画経済

３ 国際協調の高まり ○ 国際連盟の特色(世界平和と国際協調)
○ 民主化の流れ

ベルサイユ条約と国際連盟 国際協調 大衆の時代

４ アジアの民族運動 ○ 民族自決
○ 日本の対外政策

中国の反帝国主義運動 朝鮮の独立運動 インドの民族運動

５ 大正デモクラシーと政党内閣の成立 ○ 大正デモクラシー
護憲運動や政党内閣の成立

○ デモクラシーの主張
第一次護憲運動 大正デモクラシーの思想 大戦景気と米騒動
政党内閣の成立

６ 広がる社会運動と普通選挙の実現 ○ 普通選挙の実現
○ 女性差別

社会運動の広がり 女性運動の台頭 解放を求めて
男子普通選挙の実現

７ 新しい文化と生活 ○ 関東大震災の概要
大正期の教育・文化

○ 文化の大衆化
教育の広がり 大衆文化の発展 新しい思想や文化 都市の生活
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テキスト，プリント社会『中3』 5月 歴史 指導ユニット『 』指導語彙・表現
２ 世界恐慌と日本の中国侵略

， ， 。★世界恐慌の原因について理解させるとともに 各国の対応などの違いを考えさせ ファシズムの台頭について自分の意見を持たせる
★日本の大陸進出，軍国主義化の経緯を，地図などを用いて具体的に理解させる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

１ 世界恐慌とブロック経済 ○ 世界恐慌の概要
欧米諸国の対応

○ 世界の経済のしくみ
世界恐慌 ブロック経済 アメリカのニューディール

２ 欧米の情勢と日本 ○ ファシズムの台頭(イタリアとドイツ)
○ 日本の政治の流れ

ファシズム 世界恐慌と日本経済 行きづまる政党政治

３ 日本の中国侵略 ○ 満州事変から国際連盟脱退までの経緯
○ 日本の状況(国民の困窮や軍部の主張)

満州事変と日本の国際的孤立 二・二六事件 経済の回復と重化学工業化

４ 日中全面戦争 ○ 日本の中国侵略と中国民衆の抵抗の様子
日中戦争と抗日民族統一戦線 泥沼化する戦争 強まる戦時体制
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テキスト，プリント社会『中3』 5月 歴史 指導ユニット『 』指導語彙・表現
３ 第二次世界大戦と日本

★第二次世界大戦の原因や概要について理解させ，ヨーロッパとアジアの動きを比較しながら考えさせる。
★戦争体験者などに，積極的に体験談を聞く態度を育てるとともに，戦争の被害と加害の実態を調べ，聞こうとする態度を身に付けさ
せる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

１ 第二次世界大戦の始まり ○ ヨーロッパで起こり拡大していった経緯
○ 日本の選んだ道(三国同盟)

第二次世界大戦の始まり 戦争の拡大 ドイツの占領政策

２ 太平洋戦争の開始 ○ 戦争の拡大
○ 戦争の持つ意味

日本の南進 日米交渉の決裂 太平洋戦争の始まり

３ 戦時下の人々 ○ 国民生活が破綻していく実態
国民の動員 植民地と占領地 おびただしい犠牲者

４ 戦争の終結 ○ ドイツ・イタリアの降伏
原爆投下

○ 戦争の被害の実態
イタリアとドイツの降伏 空襲と沖縄戦 日本の降伏
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テキスト，プリント社会『中3』 6月 歴史 指導ユニット『 』指導語彙・表現
第７章 現代の日本と世界 １ 戦後日本の発展と国際社会

★戦後の日本の歩みを，民主化政策や憲法制定を中心に理解させ，世界の中の日本の立場を考えさせる。
★東西対立などゆれ動く国際情勢について理解させ，両陣営の立場について比較しながら考えさせる。
★高度経済成長期の日本国内の変化や，国際的な立場の変化について理解させる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

１ 占領下の日本 ○ 敗戦後の日本の様子 国民の苦難 ＧＨＱによる民主化政策
敗戦後の日本 国民の苦難 占領の始まりと非軍事化

民主化 日本国憲法の制定 政党政治と社会運動の復活２ 民主化と日本国憲法 ○ 日本国憲法の制定

３ 冷戦の開始と植民地の解放 ○ 国際連合の誕生 東西冷戦 戦後のアジアの動き
国際連合と冷戦の始まり 新中国の成立と朝鮮戦争 植民地支配の終わり

４ 独立の回復と５５年体制 ○ サンフランシスコ平和条約 日米安全保障条約
占領政策の転換 平和条約と安保条約 自民党長期政権と安保条約改定

広がる日本の外交関係 沖縄の日本復帰５ 緊張緩和と日本外交 ○ 世界の緊張緩和の動き

高度経済成長 国民生活の変化と公害 経済大国日本６ 日本の高度経済成長 ○ 国民生活の変化
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２ 新たな時代の日本と世界

★冷戦終結から現在までの日本の歩みを理解させ，将来の日本と世界について考えさせる。
★各家庭における冷戦終結から現在までの出来事と，日本や世界の歴史を比較しながら考えさせる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

１ 冷戦後の国際社会 ○ 冷戦終結 国際協調の動き 冷戦終結後に起こった地域紛争

２ 変化の中の日本 ○ 国際社会における日本の立場や役割
冷戦後の日本 55年体制の終わり バブル崩壊後の経済

３ よりよい未来に向けて ○ 平和で公正な社会をつくる 差別や偏見をなくす
日本社会の課題 グローバル化の進展○ 国際社会の中で日本の果たすべき役割
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テキスト，プリント社会『中3』 7月 公民 指導ユニット『 』指導語彙・表現
第１章 わたしたちの生活と現代社会 １ 現代社会とわたしたちの生活

★自分たちが生きる現代社会に関心を持たせ，その中でどのように生きていけばよいのかについて考えさせる。
★地理的分野，歴史的分野の学習内容と関連させながら，現代日本の特色について多面的・多角的に考察させ，それを自らの言葉で表
現させる。
★写真や統計資料などから，グローバル化，情報化，少子高齢化の意味と影響について読み取らせる。
★現代日本の特色として，グローバル化，情報化，少子高齢化などが見られることを理解させる。
★具体的な事例をもとに，グローバル化，情報化，少子高齢化が政治，経済，国際関係に影響を与えていること，またそれらが互いに
関連し，影響し合っていることに気付かせる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

国際競争と国際分業 国際協力と文化の共存１ グローバル化 ○ グローバル化

２ 情報化 ○ 情報社会の特色 情報化がもたらす便利さと問題点

３ 少子高齢化 ○ 日本の少子高齢化が進んでいる実態や理由 少子高齢社会の影響
人口ピラミッドなどの統計資料

第１章 わたしたちの生活と現代社会 ２ わたしたちの生活と文化

★身近な生活に見られる様々な文化に気付かせ，日本の伝統と文化に関心を持たせるとともに，主体的に伝統的な文化を継承し，新し
い文化を創造する態度を育てる。
★日本国内に多様な文化が見られることに着目させながら，異なる文化を尊重する態度を育てる。
★地理的分野，歴史的分野との関連を図り，様々な資料から，文化について多面的・多角的にとらえさせる。

， 。★社会生活の様々な場面において文化の影響が見られることや 文化が現代社会を規定する大きな要因の一つであることを理解させる
★文化におけるグローバル化，情報化，少子高齢化の影響に具体的に気付かせ，文化をめぐる課題について考えさせる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

１ 現代社会における文化の意義 ○ 身近な生活の中から文化に関連するもの(言葉やあいさつ，食習慣など)
科学・宗教・芸術○ 文化が果たす役割

２ くらしに生きる伝統文化 ○ 日本の伝統文化 日本の伝統文化の変容や保存
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３ 日本文化の多様性 ○ 日本文化の地域的な特色 琉球とアイヌの独自な文化
○ 日本の中の外国文化 異なる文化を尊重することの意義

４ 文化の継承と創造 ○ 世界に進出している日本の文化 日本の文化に影響を与えている外国の文化
グローバル化

第１章 わたしたちの生活と現代社会 ３ 現代社会の見方や考え方

★人間は本来社会的存在であることに着目させ，社会生活における物事の決定の仕方やきまりの意義について具体的に考えさせる。
★身近な事例を通して，対立と合意，効率と公正などが，現代社会をとらえる見方や考え方の基礎となっていることを理解させる。
★社会の一員として，きまりの重要性やそれを守ることの意義及び個人が果たすべき責任について気付かせる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

１ 社会集団の中で生きるわたしたち ○ 社会的存在である人間 社会集団における対立の存在
合意を得るための取り組み

２ 効率と公正 ○ 効率の意味 公正の意味(合意を得るために不可欠)

権利，義務，責任３ きまりをつくる目的と方法 ○ 物事の決定の仕方やきまりの意義 社会集団の一員

４ きまりの評価と見直し ○ きまりの問題点

岩倉市日本語・ポルトガル語適応指導教室
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テキスト，プリント社会『中3』 9月 公民 指導ユニット『 』指導語彙・表現
第２章 人間の尊重と日本国憲法
１ 人権と日本国憲法

★個人の尊重についての考え方を，基本的人権を中心に，具体的な学習活動などを通して意欲的に追究させるとともに，法の意義を理
解させる。
★日本国憲法の基本原理（国民主権，平和主義，基本的人権の尊重）を，社会の形成者としての立場から，具体的な生活とのかかわり

， ， 。を通じて理解させ 個人の尊厳と両性の本質的平等 自由・権利と責任・義務の関係が社会生活の基本となっていることに気付かせる
★現代社会の様々な人権課題の解決や，共生社会の実現に向けての取り組みに，社会の形成者として積極的にかかわろうとする態度を
育てる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

１ ちがいのちがい ○ 文化や個性のちがい 人間の尊重「あってよいちがい」

２ 人権の歴史 ○ 人権の考え

３ 日本国憲法の基本原理 ○ 日本国憲法制定の意義 立憲主義と日本国憲法の基本的原理
「象徴」としての天皇○ 国民主権 天皇の地位

４ 日本の平和主義 ○ 平和主義や平和に関する諸問題 わが国の安全と世界平和
憲法第9条 自衛隊と日米安全保障条約
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テキスト，プリント社会『中3』 10月 公民 指導ユニット『 』指導語彙・表現
第２章 人間の尊重と日本国憲法 ２ 人権と共生社会

★日本国憲法に定められている基本的人権の種類やその内容を，具体的な事例を通して理解させる。
★読み物資料や新聞記事などを活用させ，部落差別や民族差別，女性や障がいのある人たちなどに対する差別はどのようなもので，そ
の解消に向けてどのような取り組みが行われているかについて理解させる。
★学習活動を通じて，共生社会を実現するために自分たちにできることを考え，社会の形成者として自ら進んでかかわろうとする態度
を育てる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

子どもの人権１ 基本的人権と個人の尊重 ○ 基本的人権の理念(人間の生き方の指針)

２ 平等権と共生社会 ○ 差別の現状，背景 差別をなくすための努力
部落差別からの解放 アイヌ民族への差別撤廃をめざして
在日韓国・朝鮮人への差別撤廃をめざして 男女平等をめざして
障がいのある人への配慮 日本に住んでいる外国人 共生社会をめざして

精神の自由 身体の自由 経済活動の自由３ 自由権 ○ 自由権の種類

社会権と生存権 教育を受ける権利 勤労の権利と労働基本権４ 社会権 ○ 社会権の種類
○ 経済的格差の拡大と生存権とのかかわり

５ 人権保障を確かなものに ○ 基本的人権を確保するための権利や国民の義務
○ 「公共の福祉」による自由権の制約

第２章 人間の尊重と日本国憲法 ３ これからの人権保障

★社会の変化とともに人権の考え方が変化することについて，具体的な事例を通して気付かせるとともに，社会の変化にともなって生
じた人権上の新しい課題にはどのようなものがあり，それらの解決がなぜ重要なのかを理解させる。
★読み物資料や新聞記事などを活用し，人権保障の国際的な広がりやインターネットと人権とのかかわりなどについて，現状と課題を
読み取るとともに，その改善策について多面的・多角的に考えさせる。
★人権上の課題についてのディベートを通じて，人間の尊重についての考え方と法に対する関心を高めるとともに，社会の形成者とし
て人権を守り，民主的な社会生活をつくり上げようとする態度を育てる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現
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環境権 知る権利 プライバシーの権利 自己決定権１ 社会の変化と「新しい人権」 ○ 新しい人権の種類

２ グローバル社会と人権 ○ 国際的な人権保障の重要性 世界規模での人権保障 共生社会の実現
人権保障の国際的な広がり 科学技術の発展と人権 インターネットと人権

第２章 人間の尊重と日本国憲法 ３ これからの人権保障

★社会の変化とともに人権の考え方が変化することについて，具体的な事例を通して気付かせるとともに，社会の変化にともなって生
じた人権上の新しい課題にはどのようなものがあり，それらの解決がなぜ重要なのかを理解させる。
★読み物資料や新聞記事などを活用し，人権保障の国際的な広がりやインターネットと人権とのかかわりなどについて，現状と課題を
読み取るとともに，その改善策について多面的・多角的に考えさせる。
★人権上の課題についてのディベートを通じて，人間の尊重についての考え方と法に対する関心を高めるとともに，社会の形成者とし
て人権を守り，民主的な社会生活をつくり上げようとする態度を育てる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

環境権 知る権利 プライバシーの権利 自己決定権１ 社会の変化と「新しい人権」 ○ 新しい人権の種類

２ グローバル社会と人権 ○ 国際的な人権保障の重要性 世界規模での人権保障 共生社会の実現
人権保障の国際的な広がり 科学技術の発展と人権 インターネットと人権

岩倉市日本語・ポルトガル語適応指導教室
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テキスト，プリント社会『中3』 11月 公民 指導ユニット『 』指導語彙・表現
第３章 現代の民主政治と社会 １ 現代の民主政治

★国民の積極的な政治参加が議会制民主主義を支えていることに気付かせ，政治に関心を持ち，積極的にかかわっていこうとする態度
を育てる。
★政党の役割や選挙制度，世論などの政治参加の方法について多面的・多角的に考察させ，望ましい政治参加のあり方について自分の
考えを表現させる。
★政党や選挙に関する資料を新聞記事やインターネットなどから収集させ，政治の動向や課題を把握させる。その際，新聞などのマス
メディアの情報を利用するときには，様々な角度から批判的に読み取ること（メディアリテラシー）が重要であることに気付かせる。
★政治とは，社会生活上の対立や争いを調整・解消し，自由と権利を保障するために行われることを理解させる。また，多数決の原理
や選挙の仕組み，政党や世論の役割などについて理解させる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

企業の跡地利用１ 市長になって考えてみよう

多数決と少数意見の尊重２ 民主主義と政治 ○ 民主主義とは何か 議会制民主主義

３ 政党と政治 ○ 政党 政党の政権公約

選挙の基本原則 選挙制度 選挙の課題４ 選挙のしくみと課題 ○ 選挙制度のあらまし

世論とマスメディア 公正な世論形成５ 政治参加と世論 ○ メディアリテラシー

第３章 現代の民主政治と社会 ２ 国の政治のしくみ

★身近な話題や事例などを手がかりとしながら，国会・内閣・裁判所の仕組みや役割などに関心を持たせる。また，裁判の傍聴などの
調査・見学活動を通して，国の政治の仕組みについての理解を深めさせる。
★国の政治の課題について，新聞記事やインターネットなどを通じて資料を収集させ，比較や話し合いを通じて，多面的・多角的に考
察させる。
★模擬裁判などの体験的な学習を通して，国民の司法参加の意義について考えさせるとともに，司法に参加し公正に判断する態度を育
てる。
★国会・内閣・裁判所の地位や役割，相互関係のあらましを理解させる。また，三権分立によって国民の自由や権利が守られ，民主政
治が成り立っていることに気付かせる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

１ 国会の地位としくみ ○ 国権の最高機関 唯一の立法機関 議会制民主主義
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○ 国会のしくみと議決 「二院制」 「衆議院の優越」

予算の審議・議決 内閣総理大臣の指名２ 国会の働き ○ 国会の仕事 法律の制定

３ 行政のしくみと内閣 ○ 内閣の地位と権限 省庁の仕事 議院内閣制 国会と内閣との関係

公務員４ 行政改革 ○ 行政権の役割の拡大 行政がかかえる課題と行政改革

５ 裁判所のしくみと働き ○ 法の役割と裁判所の働き 三審制や司法権の独立

６ 裁判の種類と人権 ○ 裁判の種類 裁判官・検察官・弁護士の役割 裁判をめぐる諸問題と人権保障
民事裁判 刑事裁判 裁判と人権保障

司法制度改革 裁判員制度７ 裁判員制度 ○ 裁判員制度が導入された理由や制度の概要

違憲審査制８ 三権の抑制と均衡 ○ 三権の関係 三権分立の重要性 「憲法の番人」

第３章 現代の民主政治と社会 ３ 地方の政治と自治

★自分たちが住む地域社会への関心を高め，住民の一人として，地方自治の発展に寄与しようとする自治意識の基礎を育てる。
★地方自治が直接請求という直接民主制の方法を導入している理由について，具体的な事例に基づいて，多面的・多角的に考察させる
とともに，主権者としての政治参加のあり方について考えさせる。
★調査や見学活動などを通して，地方の政治について具体的に理解させるとともに，発表や討論などを通して考えを深める。
★住民自治を基本とする地方自治の考え方や，地方公共団体の政治の仕組み，地方財政の仕組みなどについて理解させる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

住民自治１ わたしたちと地方自治 ○ 地方自治－「民主主義の学校」と呼ばれる意味
地方公共団体 地方分権○ 地方公共団体の仕事，地方分権の意味

２ 地方自治の制度 ○ 地方議会－条例の制定，二元代表制
地方議会 首長 直接請求権直接請求権

３ 地方財政 ○ 地方公共団体の財源，予算 財政上の課題と解決方法
地方財政の制度 地方公共団体の財政健全化○ 市町村合併の利点と問題点

４ 住民参加の拡大 ○ 様々な住民参加の方法

５ わたしたちの政治参加 ○ 身近な地域の「まちづくり」

岩倉市日本語・ポルトガル語適応指導教室
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テキスト，プリント社会『中3』 12月 公民 指導ユニット『 』指導語彙・表現
第４章 わたしたちのくらしと経済 １ くらしと経済

★身近な事例や，調査やシミュレーションなどの様々な学習活動を通して，経済に対する関心を高め “かしこい”消費生活のあり方や，
消費者としての自立について考えさせる。
★経済に関する統計資料をはじめとした資料の収集・選択，読解などを通じて，経済に親しませ，主体的に課題を設定し解決していこ
うとする態度を養う。
★身近な消費生活の事例をもとに，暮らしと経済の関係に気付かせるとともに，その背景にある流通の役割について理解させる。
★具体的な事例から，消費者の権利の重要性と，消費者を守り，消費者の自立を支援する消費者行政の意義について理解させる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

１ の経営者になってみようコンビニエンスストア

２ わたしたちの消費生活 ○ 所得（収入）と消費（支出） 家計 かしこい消費者

３ 消費者の権利 ○ 消費者主権 消費者の権利と保護 消費者行政の現状と今後の課題

４ 消費生活を支える流通 ○ 流通経路 流通の仕事
○ 流通に携わる業者の役割 流通業者が抱えている合理化の課題

第４章 わたしたちのくらしと経済 ２ 生産と労働

★企業の生産活動が，家計によって提供される労働力などの資源を投入して行われていることに気付かせるとともに，企業の生産活動
の仕組みと働きに関心を持たせる。
★現代の企業のあり方や雇用に関する課題について，新聞記事やインターネットなどから資料を収集させ，グラフや図表を作成して説
明させたり，課題解決に向けて討論させたりする。
★企業が，消費者や株主，労働者（従業員）の利益を増進させる役割を担っていることに気付かせ，現代における企業のあり方につい
て考えさせる。
★職業体験などの具体的な経験や事例をもとに，職業や労働には，家計の維持・向上だけでなく，職業を通じた自己実現や社会貢献と
いう意義があることに気付かせる。
★社会権の学習を振り返らせ，労働者の権利を保障し，雇用と労働条件の改善が重要であることを理解させる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

１ 企業の役割と意義 ○ 資本主義経済の大まかな特徴 株式会社のしくみ 株価が変動する原因
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２ 現代日本の企業 ○ 大企業と中小企業の特色，課題 企業の役割と社会的責任

３ 働くことの意義と労働者の権利 ○ 職業の意義や役割 労働災害 労働条件の改善－労働組合や法律
労働者の権利

４ 働きやすい職場を築くために ○ グローバル化 少子高齢化 社会の変化と職業や労働環境の変化
多様化する労働のあり方 増加する非正規労働者 外国人労働者

第４章 わたしたちのくらしと経済 ３ 価格の働きと金融

★価格に関する身近な事例をもとに，市場経済の基本的な考え方に気付かせ，関心を持たせるとともに，市場における価格の決まり方
や資源の配分について理解させる。
★需要量・供給量と価格の関係や，市場競争，寡占などについて，統計資料などから読み取らせ，その特徴を理解させる。
★金融の働きについて，身近な銀行の事例を通して関心を持たせるとともに，経済活動や社会生活における金融の役割と影響について
考えさせ，自分の考えを表現させる。
★預金通貨と現金通貨の違いについて考えることを通して，経済活動における銀行や日本銀行の役割について理解させる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

市場経済とは 需要と供給１ 市場経済のしくみ ○ 価格の決まり方

２ 価格の働き ○ 少数の企業が市場を独占する問題 公共料金が設けられている理由独占価格

３ わたしたちの生活と金融機関 ○ 金融の働きと役割 銀行や日本銀行の役割

４ 貨幣と金融 ○ 預金通貨の働き 預金通貨の創造 日本銀行の金融政策

第４章 わたしたちのくらしと経済 ４ 国民生活と福祉

★身近な社会資本や公共サービスについて調べさせ，市場の働きにゆだねることが難しい財やサービスを提供するという政府の経済的
役割について理解させる。
★財政や租税の役割について，主権者として関心を持ち，課題を意欲的に追究している。
★少子高齢化への対応や環境の保全，日本経済の発展など，経済上の諸課題に関心を持たせ，財源の確保と配分という観点から多面的
・多角的に考察させる。
★社会資本の整備，公害の防止などの環境の保全，社会保障の充実など，財政に関する課題学習において，諸資料の活用を図り，自分
たちの考えをまとめ，発表させる。

岩倉市日本語・ポルトガル語適応指導教室
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指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

１ 政府の経済活動と租税 ○ 歳入，歳出 租税の意義や役割
財政とは 租税収入 租税と公正 公債の発行○ 公債発行の意義と問題点

２ 政府の役割 ○ 社会資本の整備 好景気と不景気の様相 財政政策の働き
市場と政府 景気の安定化と財政政策

３ 社会保障のしくみ ○ 資本主義経済における社会保障 社会保障の基本的な考え方
社会保障の四つの柱社会保障制度の概略

４ 少子高齢化と財政 ○ 少子高齢社会の現状 社会保障のあり方 介護保険制度や後期高齢者医療制度

５ 公害の防止と環境の保全 ○ 公害の発生と原因 新しい公害への対策 地球環境を守る 循環型社会

グローバル化する経済６ 世界の中の日本経済 ○ 世界金融危機 金融資本主義
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岩倉市日本語・ポルトガル語適応指導教室
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テキスト，プリント社会『中3』 1月 公民 指導ユニット『 』指導語彙・表現
第５章 地球社会とわたしたち １ 国際社会と世界平和

★国際的な相互依存関係の深まりの中で，世界平和の実現と人類の福祉の拡大のために，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し
合うことが重要であることを認識させる。
★国際紛争の平和的な解決のために，国際連合をはじめとする国際機構が果たしている役割について関心を高める。また，その具体的
な活動について理解させ，今後の課題について考えさせる。
★核兵器などの脅威に着目させ，戦争防止と世界平和を願い，協力していく態度を育てるとともに，国際平和に対する日本の国際貢献
のあり方について，様々な角度から考察させる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

１ 地球のさまざまな姿

○ 主権国家と国旗・国歌の意味２ 国際社会における国家
○ 国際社会のルール 国際社会での相互依存関係の深まり

○ 国際連合のしくみ３ 国際連合のしくみとはたらき
○ 国連の活動－総会，安全保障理事会，UNESCO，UNICEF，PKOなど

○ 地域主義の動き－EU，ASEAN，APECなど４ 地域主義の動き

○ 地域紛争 テロリズム５ 新しい戦争

○ 二つの平和の意味と取り組み６ 世界の平和のために
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岩倉市日本語・ポルトガル語適応指導教室



- 21 -

テキスト，プリント社会『中3』 2月 公民 指導ユニット『 』指導語彙・表現
第５章 地球社会とわたしたち ２ 国際問題とわたしたち

， ， 。★人類の福祉の増大を図り よりよい社会を築いていくために解決すべき課題にはどのようなものがあるか 一人ひとりに考えさせる
★世界の文化の多様性を理解させ，世界中の人々が国境を越えて協力していくためにはどうしたらよいかを考えさせ，話し合わせる。
★文化の多様性，地球環境，資源・エネルギー，貧困，食料などの諸課題について理解させる。また，その解決のためには経済的・技
術的な協力が大切であることに気付かせ，日常生活の中で取り組めることについて，意見発表や話し合いなどを通して考えさせる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

○ 世界の文化の多様性，文化を尊重することの意義１ 文化の多様性
○ 多様な宗教

宗教間の対立

○ 地球環境問題のメカニズム２ 地球環境問題
危機的な地球環境 地球温暖化 国際的な協力 温暖化への対策

○ 先進工業国と発展途上国とのエネルギー需給の不均衡３ 資源・エネルギー問題
○ ３つの発電方法の利点と課題

限りある資源 エネルギー消費 発電のためのエネルギー
エネルギー問題の解決に向けて

○ 貧困問題の現状４ 貧困問題の現状
人口・飢餓と食料問題 格差の拡大

○ 「南北問題」 「南南問題」

○ これからの日本外交５ 世界の中の日本
日本外交の柱 日本外交の展開 近隣諸国との関係

○ グローバル化６ よりよい地球社会のために
国境を越えての協力
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テキスト，プリント社会『中3』 3月 公民 指導ユニット『 』指導語彙・表現
終章 よりよい社会をめざして３月

★持続可能な社会を形成するために解決すべき課題を見いだし，それを意欲的に探究させながら，自分の考えをレポートとして
まとめさせる。
★持続可能な社会を形成するために，自分たちに何ができるかを考えさせることを通して，社会参画するための手がかりを得さ
せる。
★レポートを作成する経験を通して，科学的な探究の過程を論理的に表現することができるようにする。
★持続可能な社会を形成するために解決すべき課題を探究することを通して，対立と合意，効率と公正などの見方や考え方を身
に付けさせる。

指導ユニット 『 』 ○S3 中級指導 ○S4 上級指導指導語い・表現

１ 持続可能な社会を形成するために

２ 探究の方法

３ レポートの作成 ○ 社会参画の手がかり

４ 探求を社会参画につなげる
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